
 

 少子高齢化が進む中、地域での見守りや支え合いの重要性が更に高まっています。

地区社協では、区・自治会と一緒になり、住民同士のつながりを大切にしながら地域福

祉を推進していきます。また、近年は自然災害への備えも重要な課題となっています。

特に高齢者や要配慮者が安心して避難できるよう、日頃からの声掛けや顔の見える関

係づくりを大切にしながら、個別避難計画の作成も進めたいと考えます。 

誰もが安心して暮らせる地域づくりを皆さんと一緒に更に進めていきましょう。 

 

お気づきがありましたら連絡ください。 

豊平地区コミュニティセンター 

 TEL ７１－１６0４ 

今後の発行予定 未定  「豊かの輪」 

 ◆豊平地区「個別避難計画」について◆ 
 
 現在豊平地区では「個別避難計画」を地区で共有し、各行政区で進めています。 

この計画は、災害時一人では避難が難しい方を手助けし、一緒に避難するという計画で、市から

区長・自治会長に提供される避難行動要支援者名簿（支援と外部提供に同意している方の名簿）

に記載されている方一人ひとりを対象に個別避難計画書を作成する個々の計画です。 

対象者には同意や相談をしながら進めることになりますので、聞き取り調査等の相談がありまし

たらご対応をお願いいたします。 
 
 また、個別避難計画と並行して、対象者（避難行動要支援者）も含め「一人も取り残さない」

避難の考え方の提案書を地区区長会・福祉推進委員連絡会等で説明し考えていただいています。 

その概要は、災害時から見える下記の課題をどのように解決するのかという事です。 

 ○災害時、行政や支援者がすぐ来られるとは限らない。 

 ○特定の支援者や安否確認担当者が、不在・被災すると計画が機能しない。 

 ○近所同士の助け合いが、最初の命綱になる。 

解決の一案として区内を10軒程度のグループに分け、グループ内で「お互い様」での安否確

認・助け合い・避難支援をする「みんなが助かる仕組みを地域全体で作る」という提案です。 

 

  

豊 か の 輪 
豊平地区社協だより 

第６４号 

令和 8年 7月 16 日 

豊平地区社会福祉協議会 

事務局（TEL）71-1604 

豊平地区社協への配分金 ２５０,６５５円   

◆令和７年度にご寄付いただきました上記大口

募金と世帯協力分から算出された豊平地区社

協への配分金は 下記のようです◆ 

 豊平地区社協は令和８年に計画している事業の

推進、実践に向けご協力いただきました募金の配

分金を有効に使わせていただきます。 

 今後共更なるお力添えを宜しくお願い致します。 

 赤い羽根共同募金へのご協力 有難う御座いました 

１．地域福祉行動計画への協力              

２．福祉推進委員連絡会「豊福の会」への活動支援  

３．各種募金活動等（日赤、共同、歳末助け合い、   

  社協会費）への支援                  

４．昼食会・宅配弁当事業への支援            

５．防災活動への協力、災害時支え合いマップ     

  づくりへの支援、個別避難計画作成への応援    

６．とよひらまつり（豊平地区文化祭）への参加      

                                 

７．地区社協だより「豊かの輪」の発行 

８．地域福祉活動・福祉施設等の視察及び研修 

９．各種団体に対する活動支援 

１０．戦没者等合同追悼式への支援 

１１．地区社協の役員理事意見交換会の実施 

１２．豊平地区コミュニティ運営協議会への協力 

１３．各区の現状を知るための学習会の実施 

１４．新たな生活支援に対する仕組み作りと応援 

１５．その他 

令和８年 事業計画 

構成団体の紹介 
●福祉推進委員連絡会「豊福の会」    ●民生児童委員協議会    ●区長会 

●ボランティアの会           ●有識者   ●健康連絡員会（協力団体） 

    

                                 

 豊平地区社会福祉協議会 会長・副会長のあいさつ 

令和７年度 赤い羽根共同募金にご協力いただきました事業所等は 下記の通りです。 

㈲朝倉石油タウンズ 152SS   

(有)あずさプラスチック 

(株)アイン 

(株)いしやま       

(株)今井緑化総業 

(有)岩下工業 

A コープ ピアみどり店 

(株)河西建設 

キューズファクトリー 

共友電材工業(有) 茅野工場 

グラスリーぺぱん 

(株)コーヨーテクノス 

(有)コダイラ(オーレン小屋) 

(株)サンヨー工業 

(有)サングリーン 

シールペイント(株) 

 

様   

様       

様 

様 

様 

様 

様 

様 

様 

様 

様 

様 

様 

様 

様 

様 

シスマック(株)   

真徳寺 

(株)諏訪三社電機 

(株)諏訪設備工業 

(株)ダイイチコンポーネンツ       

大央電設工業(株) 

(有)大国屋精肉店 

(有)武田モータース 

(株)ちの技研 

司東九州(株)長野茅野営業所 

テクノプロジェクト(株) 

テクノホライゾン(株) 

(株)デジタル・スパイス 

(株)東京ダイガスト 茅野工場 

(有)ヌーベル梅林堂 

(有)野口工業 

 

様   

様       

様 

様 

様 

様 

様 

様 

様 

様 

様 

様 

様 

様 

様 

様 

(株)ハイライト   

(有)原田工業 

フジテックス(株) 

(株)細川       

(有)丸千寿屋 

マルヒ鉄鋼(株) 

マルモ機械(株) たてしな店 

(有)ミサクダ自動車 

(株)三井の森 

宮坂ゴム(株) 

(有)両角工業 

八ヶ根工業(株) 

柳平園芸 

(株)芳沢スクリーン 

(株)ワイ・エム・アイ 

 

 

様   

様       

様 

様 

様 

様 

様 

様 

様 

様 

様 

様 

様 

様 

様 

 

会 長 
小尾定良 

副会長 
守矢新一 

高知県黒潮町では南海トラフ地震で津波の高さが 34.4ｍと国から言われ、町では全

住民に避難経路のアンケート(避難カルテ)を作り、町が中心となって度重なるワーク

ショップ(参加者が主体となった体験や対話を通じてアイデアの創出)を行い住民の合

意形成を行なって行きました。その結果、町民の意識にも変化が起こり、必然的に防

災意識が高まり、住民の意識が避難すれば助かるという気持ちに変わってきました。 

視点を変える事で、いつ来るか分からない様々な災害を想定した時、マンネリ化し

てきている防災訓練にも違った光が射し込んで来るのではないでしょうか。 

 

 

  
近年、物価高騰や高齢化だけでなく、様々な問題がある中、同じ地域に暮らす住民

の一人として、高齢者や障害者、子育て世帯等からの様々な生活上の困りごとについ

て検討し、地域福祉の推進につとめて参ります。 

 地域の住民が主体となる支え合い、一人一人の『小さな手助け』による地域づく

り、安心して暮らし続けていける豊かな地域を皆さま方と共に築いていければと思っ

ております。ご協力いただきますようお願い申し上げます。 

 

新副会長 
半田純海 



 

 

～ 今回は「塩之目区」 ・  「下菅沢区」  です ～ 

最近の区・自治会の動きを紹介します 

地区区長会・子育て部会との合同会議の様子 

1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 

12 13 14 15 16 17 

区・自治会名 

上古田区 

上古田区 

上古田区 

下古田区 

下古田区 

御作田区 

上場沢区 

上場沢区 

福 澤 区 

福 澤 区 

南大塩区 

南大塩区 

塩之目区 

塩之目区 

下菅沢区 

グリーンヒルズ 

ヴィレッジ自治会 

山寺団地自治会 

山寺団地自治会 

 

豊平地区ＣＣ 

豊平地区ＣＣ 

市  社  協 

東部保健福祉 SC 

東部保健福祉 SC 
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社協役職 

会 長 

副会長・理事 

 

理 事 

 

理 事 

理 事 

 

理 事 

 

理 事 

 

理 事 

 

理 事 

理 事 

 

理 事 

 

 

所 長 

事務局 

事務局 

所 長 

担当保健師 

氏  名 

小尾 定良 

守矢 新一 

渡邊 治幸 

牛山  豊 

長田   崇 

田中 貴美 

今井 也浩 

柳平寿美子 

竹内 友常 

竹内 博和 

太田 茂美 

両角 一夫 

萩原 正弘 

竹内  淳一  

高木 宏明 

奥山 耕一 

矢島久美子 

深澤 清一 

下平 戸事 

 

北澤 政英 

漆谷加代子 

北原 由紀 

横関 理恵 

野澤 正子 

 

連絡会長 

副連絡会長 

地区福祉推進委員連絡会 

「豊福の会」（ほうふくのかい） 

◆地区区長会・子育て部会との合同会議◆ 

主たる団体が地区で結束し、情報を共有 

 しながら自区の地域福祉を推進しています。 

 

  塩之目区「区民祭」 

  下菅沢区「恒例のバスハイク」 

 塩之目区 

                      コロナ発生以降、実に 6〜8年ぶりに塩之目の 
区民祭が 5月 31 日に復活しました。 

少人数でしたが、区内の老若男女が集まり、 
おかぐら、カラオケ、輪投げ、抽選会等を実施 
しました。あまりにも久しぶりに復活した為、 
役員・参加者共、最初は緊張気味でしたが、時 

間が経つにつれ会話も増えて皆で楽しい一時を 
過ごす事が出来ました。普段顔を合わせる事が 

ほとんど無い人達とコミュニケーションをとる事が出来ました。 
やっぱり顔を合わせて話をする機会が大事だと改めて思いました。これからも継続的に活動が

出来る社会を期待します。（福祉推進委員） 

  地区健康連絡員会「健康料理教室」 

                      昨年１２月１３日（土）地区健康連絡員会主
催、地区ボランティアの会共催による健康料理
教室を地区コミュニティセンターで開催しまし
た。 
今回のテーマは「野菜を手軽においしく食べよ 

う！」ということで、電気炊飯器をつかって安 

      全・簡単・手軽に調理した季節の野菜を沢山食べ 
ました。 

そのほかに、浅漬け・サラダ・きなことごまのおはぎも調理しました。 
参加者からは、「こんなに簡単に調理ができることを知ったので、早速自宅でもやってみます」「次
回も参加させていただきます」など大変好評価をいただき有意義な事業となりました。 
 参加者からご意見などもお聞きしましたので、次回も喜んでいただける内容で開催したいと思

います。（地区ボランティアの会） 

塩之目区  区・自治会あいさつ運動 

上場沢区 下古田区 
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 下菅沢区 

                       当区で、毎年恒例となっているバスハイクを 

３月８日（日）に実施しました。 
当日はすっきりと晴れわたり多くの子どもた 

   ちを含む参加者２８名が元気に出発しました。  
今年の行き先は、トヨタ産業技術記念館と名 

古屋港水族館でした。 
トヨタ産業技術記念館では、実際に目にする 
展示を通じて、子どもたちは日本のものづくり

の歴史に触れる貴重な機会となりました。水族館では普段見ることのない海の生き物たちに驚き

の声が上がり、一日を通して笑顔があふれていました。道中は終始和やかな雰囲気の中、皆さまの
ご協力によりスムーズに進行し、全員が無事に帰宅することができました。 


